













































































項目番号 略称 　 項目の名称 評価記号 評価観点(基準)
項目(∋ 誰 誰の誕生日か A(自分)/ B(親)/C(祖父母・兄弟)/Z(その他)
中心的に取り上げられている人物は誰か
項目(り いつ いつの誕生日か A(2年以内)/B(3年以上昔)/Z(その他) 今年や去年などの最近のことか
項目(わ 印象 誕生日の印象 A(プラス印象)/B(マイナス印象)/Z(その他)好意的な思い出として描いているか
項目(り 関孫 家族 との関係 A(奉仕者)/B(享受者)/C(奉仕 と享受)/ Z 家族に対して自分は祝う(奉仕する)立場か,祝(その他) われる(享受する)立場か
項目(9 分量 文章の分量 ( )行 文章の塁を行数で示す(題名,名前は含まない)
項目(◎ 文体 文末表現 A(敬体)/B(常体)/C(混在が多い)/ Z(その他)
文末表現は,敬体か常体か。途中から,文体が
変化しているか。
項目(カ 会話 会話の有無 A(会話がある)/B(会話がない)/Z(その他) 会話や内言(心内表現)が 1個以上あるか
項目(◎ 主述 主述の対応の誤り A(誤 りがない)/B(誤 りがある)/Z(その他) 主述が不対応(ねじれ)の文が 1個以上あるか
項目⑨ 感想 意見や感想 A(ある)/B(ない)/ Z(その他) 意見や感想のような記述があるか
項目⑲ 構成 文章の組み立て A(話題に中心がある)/B(羅列的である)/Z 話題の取 り上げ方が.羅列的ではなく,中心が(その他) あって互いの関係づけられているか
項目⑪ 比喩 比喩表現,描写 A(ある)/B(ない)/ Z(その他) 様子や気持 ちを,比喩表現や描写で描いているか
項目⑫ 接続詞 接続詞の有無 A(ある)/B(ない)/Z(その他) 接続詞が 1個以上あるか
項目⑬ 比較 類比 ・対比 A(ある)/B(ない)/Z(その他) 類比(または対比)的な見方をしているか
項目⑭ 視点 誰の視点か A(複数の視点ある)/ B(自分だけの視点)/Z(その他)
自分を含めた複数の視点や立場で考えているか
項目⑮ 変化 通時的な見方
A(変化するものとして認識)/B(毎年変化 しな 誕生 日の様子 を適時的に見て,過去や未来への










































誰 い つ 印 象 関 係 分 量 文 体 会 話 主 述 感 想 構 成 比 喩 接 続 詞 比 較
学 年 記 号 項 目① 項 目② 項 目(彰 項 目(り 項 目(9 項 目⑥ 項 目⑦ 項 目⑧ 項 目(9 項 目⑲ 項 目⑪ 項 目⑫ 項 目⑬
小
1
A 45 100 98 38 11.4 48 10 88 90 23 5 33 10
8 18 0 0 53 40 90 13 10 78 95 68 90
C 38 8 13
Z (そ の 他 ) 0 0 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0
小
2
A 50 95 97 18 24.9 89 82 89 92 11 8 47 3
B 16 3 0 71 0 18 11 8 89 92 53 97
C 34 0 11
Z (そ の 他 ) 0 3 3 11 0 0 0 0 0 0 0 0
小
3
A 79 100 76 16 24.0 97 68 89 84 8 3 61 13
B 11 0 5 66 0 32 11 16 92 97 39 87
C 5 5 0
Z (そ の 他 ) 5 0 18 13 3 0 0 0 0 0 0 0
小
4
A 74 100 84 29 28.0 95 66 95 95 11 13 79 5
B 16 0 5 39 5 34 5 5 89 87 21 95
C 5 8 0
Z (そ の 他 ) 5 0 11 24 0 0 0 0 0 0 0 0
小
5
A 49 94 97 29 26.6 83 91 97 94 31 34 80 17
B 34 6 3 49 14 9 3 6 69 66 20 83
C 17 20 3
Z (そ の 他 ) 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0
小
6
A 50 97 71 37 31.3 55 63 100 100 42 26 79 5
B 32 3 26 34 39 37 0 0 58 74 21 95
C 18 13 5
Z (そ の 他 ) 0 0 3 16 0 0 0 0 0 0 0 0
中
1
A 40 89 77 51 26.7 71 51 97 97 20 9 66 3
B 26 9 6 26 29 49 3 3 80 91 34 97
C 31 11 0
Z (そ の 他 ) 3 3 17 11 0 0 0 0 0 0 0 0
.中
2
A 49 76 65 30 28.5 46 65 100 97 65 14 89 38
B 22 8 11 49 51 35 0 3 35 86 11 62
C 27 3 3
Z (そ の 他 ) 3 16 24 19 0 0 0 0 0 0 0 0
中
3
A 51 46 69 36 24.6 64 31 100 97 72 8 77 51
B 18 31 5 49 33 69 0 3 28 92 23 49
C

















































































































































き ょ う は ぼ くの た ん 生 日 だ 。
ぼ くは こ の 日 を ま ち どお し くて た ま りま せ ん で し







き ょ年 のた ん じ ょう日はお も しろか っ たです 。い
まか らどんな にお もしろか った かをせつ めい します。
は じめ にチ ョコケ ー キ をぼ くが ふい た らチ ョコの
ケ ーキがふ っ とんだ。お ばあち ゃんを よんでい っ し ょ


















































































































































b 言語技能 (方略) についての側面
C 自己対象化についての側面
aは,事象をどう認識するかに関するものである。
まず事象に対する興味・関心がなければ単元は成立し
ない。また,事象を認識するためには,ただ眺めてい
るだけでは不十分であり,比較してみたり,仮定して
みたりというように様々なものの見方をする必要があ
る。さらに,ものの見方・考え方は学年発達による違
いも大きい。たとえば,同じ誕生日を素材にしても,
小5,小6では,「自分以外の視点から家族関係を見
つめ直す」ということはできても,中2,中3のよう
に「これから変化していくものとしての家族関係を見
つめる」というようなことは難しかろう。
bは,先のaの側面を,言語技能の側面から支え,
言語経験を想起したり,新たな言語活動を促したりす
るものである。言語技能の中に基礎・基本があること
はいうまでもないが,ここで注意すべきは,言語技能
=基礎・基本という考え方に陥らないことである。確
かに,構成を工夫したり,比喩や描写を用いることは,
いい作文を書く上で必要なことである。しかし,この
ような技能的な側面だけでいい作文ができるわけでも
ない。出来事について,どのような印象をもったか,
それに対して今どんな気持ちや考えをいだいているか,
といった内的な側面も必要である。
Cは,a,bの側面を制御するものであるとともに,
a,bの活動にともなって顕在化するものでもある。
私たちは,調査の結果について議論する中で,単元を
組織する上でこのCの側面がきわめて重要なことだと
考えるようになった。それは,先に小5,小6の作文
に優れたものが多かったことを指摘したが,彼らの作
文の中に,出来事や家族とかかわらせながら自己を対
象化しようとする姿を見つけたからである。彼らの多
くは,誕生日をただ祝ったり,視われたりする出来事
としてではなく,家族から祝われること,家族を視う
ことをとおして,人とのかかわりの中で自己を見つめ
ようとしていた。このような姿勢が,出来事をより深
く見つめたり,また,それをより効果的な方法で表現
することにつながったのであろう。
ところで,このCの側面は,a,bに比べると一段
と高いレベルにあるので,基礎・基本に含めるのは適
当でないと思われるかもしれない。また,小5,小6
には可能であっても,小1～小4には該当しないもの
ととらえられるかもしれない。しかし,自己対象化の
能力は,小5,小6になって突然あらわれるわけでは
ない。小1には小1なりの自己対象化の仕方があり,
それが積み重ねられることによって,今回の調査では
小5,小6に顕著にあらわれたというべきであろう。
それは,先の調査項目(Dでみたように,小1のときは
周囲に向けられていた目が,小3では自己中心的では
あるが自分自身へ向けられはじめ,小5になると他と
の関係性の中で自分を見つめられるようになってきた
ということからも分かる。
(2)総合単元づくりにむけて
総合単元は,言語活動を伴いながら単元のテーマに
向かって展開されていく。その活動の土台となるのが,
先の3つに分類される基礎・基本である。テーマの追
求に必要とされる基礎・基本を事前に習得させておく
ことが必要であるとともに,追求の過程で新たな基礎・
基本を身につけさせ,伸ばしていくことも必要である。
その場合,基礎・基本をふまえた総合単元づくりを
していくためには,どのようなことが必要であろうか。
単元のテーマという点で見ると,子どもたちの発達
段階に応じたテーマを設定することである。たとえば,
この度の調査からは,「家族」をテーマにした単元を
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設定するのであれば,小1～小4よりも小5,小6が
通していると思われる。小1～小4では,家族関係が
固定化し,身近なものとしての家族のイメージが強す
ぎるからである。これに対して,小5,小6では,
「恥ずかしい」という言葉に見られるように,家族と
の間に微妙な距離感がうまれ,家族の中で様々な「ゆ
さぶり」が生じているからである。これは,単元学習
をする際の動機づけや興味・関心の掘り起こしにつな
がる可能性を秘めている。また,「ゆさぶり」は自己
を振り返る活動を促しやすいので,Cの側面への学習
を促進させることが期待できる。
中2,中3の場合は,小5,小6とは少し異なる内
容を扱う必要がある。この年代の子どもたちは,家族
に対する負の経験が印象として多くあらわれるように
なる。自分と家族との隔たりを大きく感じるようになっ
ている。このような場合,自分の家族をそのまま素材
として取り上げるよりも,社会の中の家族に日を向け
させる方が有益であるように思われる。広く社会の中
で見られる様々な家族の形態や,家族関係の歴史的変
遷などを取り上げ学習させながら,やがて自分の家族
へともどり,自分の家族がこれからどのように変わっ
ていくのか,それは自分にとってどのような意味をもっ
ているかということを学ばせることができるのではな
いだろうか。
指導方法という点で見ると,学習者相互のかかわり
が重要である。とりわけ,負の経験は,子どもたちの
認識を揺さぶる働きが強い。教室の中で,少数派であ
ろう負の経験者と交流することによって,既成のもの
の見方・考え方は質の高いものに変容することが期待
できる。
6.おわりに
私たちは,この調査で,学習を支える要素としての
基礎・基本を抽出し,実体として明示することはでき
なかった。また,様々な言語活動を想定した総合単元
学習といいながら,書くことの側面が強調される考察
になってしまった。ただ,この調査で,基礎・基本を
技能の面だけでとらえていたのでは作文を書くことは
できないこと,技能を含めた様々な面で基礎・基本を
見つけ出していくことが総合単元づくりにつながるこ
とをあらためて確認することができた。
今後は,基礎・基本を学齢ではなくレベルで区分す
るとともに,小1から中3までの基礎・基本を系統化
し,具体的な総合単元をつくって実証的に研究を進め
ていきたい。
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